
海
・
み
ど
り
・
ひ
と
が
は
ぐ
く
む

活
力
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

県
内
有
数
の
広
さ
を
誇
る
水
田
に
実
る
水
稲

誕生 匝瑳市
匝
瑳
市
自
慢
の
九
十
九
里
海
岸

匝瑳市長職務執行者

伊 藤 正 勝

本
日
、
八
日
市
場
市
と
野
栄
町
が
合

併
し
、
人
口
４
万
２
千
余
、
面
積
１
０

１
・
７
８
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
匝

瑳
市
」
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

顧
み
ま
す
と
、
合
併
へ
の
道
の
り
は

平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。匝

瑳
郡
市
１
市
２
町
の
合
併
協
議
が

白
紙
に
戻
っ
て
以
来
、
新
た
な
合
併
の

推
進
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が

重
ね
ら
れ
る
中
で
、
旧
来
か
ら
生
活
圏

を
共
に
し
、
歴
史
や
文
化
、
さ
ら
に
は

行
政
面
で
の
つ
な
が
り
が
深
い
、
八
日

市
場
市
と
野
栄
町
の
合
併
が
最
良
で
あ

る
と
の
住
民
の
声
を
受
け
ま
し
て
、
議

会
の
ご
同
意
を
頂
き
、平
成
１６
年
８
月
、

八
日
市
場
市
・
野
栄
町
合
併
協
議
会
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
１３
回
に
わ
た
る
合
併
協
議
会

に
お
き
ま
し
て
、
真
摯
な
協
議
が
行
わ

れ
、
本
日
、
そ
の
成
果
が
実
を
結
ん
だ

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
日
を
迎
え
る
ま
で

の
間
、
特
段
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た

関
係
各
位
に
対
し
、
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜

り
ま
し
た
両
市
町
の
住
民
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
町
村
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

地
方
分
権
の
推
進
と
国
・
地
方
を
通
じ

た
財
政
状
況
が
著
し
く
悪
化
す
る
中

で
、
本
格
的
な
少
子
・
高
齢
化
社
会
の

到
来
な
ど
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
行
財
政
の
効
率
化
、
行
財
政

能
力
の
向
上
へ
の
早
急
な
対
応
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
課
題
が
山
積

す
る
中
で
、
私
た
ち
に
は
、
保
健
、
医

療
、
福
祉
の
充
実
な
ど
の
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
責
務
が
あ

り
ま
す
。

新
生
「
匝
瑳
市
」
は
、
み
ど
り
豊
か

な
下
総
台
地
の
広
大
な
丘
陵
と
白
砂
青

松
の
九
十
九
里
海
岸
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
新
市
の
住
民
が
一
丸
と
な

っ
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
、

そ
し
て
、
歴
史
と
文
化
を
融
合
さ
せ
な

が
ら
、
伝
統
産
業
と
新
し
い
産
業
を
連

携
さ
せ
て
活
性
化
を
図
り
、
新
市
の
将

来
像
と
し
て
掲
げ
た
「
海
・
み
ど
り
・

ひ
と
が
は
ぐ
く
む
活
力
あ
る
ま
ち
」
を

め
ざ
し
て
、
生
活
環
境
や
福
祉
が
充
実

し
た
、
多
彩
な
魅
力
を
持
つ
、
活
力
あ

る
「
匝
瑳
市
」
を
市
民
の
皆
様
と
と
も

に
創
造
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

新
し
い
市
長
が
誕
生
す
る
ま
で
の
限

ら
れ
た
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
長

職
務
執
行
者
と
し
て
の
職
務
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
全
力
を
傾
注
し
て
取
り
組

む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
生
「
匝

瑳
市
」
誕
生
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

２広報そうさＨ１８．１．２３



匝
瑳
市
が
誕
生
す
る
ま
で
の
合
併
協
議
の
経
過

調印後、ガッチリ手を取り合う両首長

匝瑳市誕生までの両市町の変遷 匝瑳（そうさ）の
由来・語源について昭和２９年

（昭和の大合併）
明治２２年

（町村制施行時）
旧村名（江戸～明治）

匝瑳という地名は、現存のものでは、奈良東大
寺正倉院に伝わる庸調（「ようちょう」朝廷に納
めた特産物）に見られる天平１３年（７４１年）の記
録が最も古いとされています。
匝瑳の由来は、平安時代前期の歴史書「続日本
後記（しょくにほんこうき）」によれば、大化の
改新（６４５年）の百年以上前、５世紀の終わりこ
ろから６世紀の初めにかけて、畿内（現在の近畿
地方）の豪族であった物部小事（もののべのおご
と）という人物が、坂東（ばんどう・現在の関東
地方）を征した勲功によって、朝廷から下総国の
一部を与えられ、匝瑳郡（さふさごおり）とし、
小事の子孫が物部匝瑳（もののべのそうさ）氏を
名乗ったと伝えられています。
匝瑳の語源については諸説あって定まっていま
せんが、９３０年代に編纂された漢和（百科）辞典
である「倭名類聚抄（わみょうるいじゅうしょう）、
略して倭名抄（わみょうしょう）」には、狭布佐
（さふさ）と書かれています。「狭」は美しい、
「布佐」は麻の意で、美しい麻のとれる土地であ
ったことから、狭布佐（さふさ）が転じて匝瑳（そ
うさ）になったと考えられています。
なお、漢和辞典によれば、漢字の「匝」は訓読
みで匝（めぐ）ると読み、一巡りして帰るという
意味があり、「瑳」は訓読みで瑳（あざ）やか、
あるいは瑳（みが）くと読み、あざやかで美しい
という意味があります。

八日市場町八日市場、富谷、下富谷、

篭部田、米倉
福岡町 （大正４年

１２月８日
改称）

八日市場町 八日市場市
（昭和２９年
３月３１日
合併）

（昭和２９年
７月１日
市制施行）

飯倉、富岡、時曽根、貝

塚、木積、久方、田久保、

新、亀崎
豊栄村

蕪里、高野、横須賀、高 須賀村

匝
瑳
市

松山、中台、山桑、長岡、

大浦、生尾、宮本
匝瑳村

（
平
成
１８
年
１
月
２３
日
合
併
）

飯塚、大寺、内山、米持 豊和村

吉田、南神崎、八辺、入

山崎、南山崎
吉田村

飯高、金原、安久山、小

高、大堀、片子
飯高村

長谷、吉崎、東小笹、西

小笹、登戸
共興村

平木、東谷、上谷中、荻

野、川向
平和村

椿、春海 椿海村
野栄町

野手、今泉、新堀 野田村 （昭和２９年７
月１７日合併）
町制施行栄 村川辺、堀川、栢田

平平成成１１５５年年

４
月
１
日

八
日
市
場
市
・
光
町
・
野
栄
町
合
併
協
議
会
（
法
定
協
議
会
）
設
置

平平成成１１６６年年

３
月
１２
日

光
町
が
合
併
協
議
会
か
ら
の
離
脱
を
表
明

４
月
３０
日

八
日
市
場
市
・
光
町
・
野
栄
町
合
併
協
議
会
解
散

７
月
５
日

八
日
市
場
市
お
よ
び
野
栄
町
の
首
長
、
議
長
が
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

協
議
し
、
両
市
町
に
よ
る
合
併
を
推
進
す
る
こ
と
で
一
致

７
月
３０
日

両
市
町
の
議
会
で
臨
時
議
会
が
開
か
れ
、
合
併
協
議
会
設
置
案
を
議
決

８
月
１
日

八
日
市
場
市
・
野
栄
町
合
併
協
議
会
（
法
定
協
議
会
）
設
置

８
月
４
日

知
事
に
合
併
重
点
支
援
地
域
の
指
定
を
要
請

８
月
９
日

合
併
重
点
支
援
地
域
に
指
定

第
１
回
八
日
市
場
市
・
野
栄
町
合
併
協
議
会
を
開
催

９
月
３０
日

第
２
回
協
議
会
に
お
い
て
、
合
併
の
方
式
（
新
設
合
併
）、合
併
の
期
日

（
平
成
１８
年
１
月
２３
日
）、事
務
所
の
位
置
（
八
日
市
場
市
役
所
の
位
置
）

が
決
定

１０
月
２９
日

第
４
回
協
議
会
に
お
い
て
、
新
市
の
名
称
（
匝
瑳
市
）
が
決
定

平平成成１１７７年年

１
月
３１
日

第
８
回
協
議
会
に
お
い
て
、
新
市
建
設
計
画
が
決
定

２
月
１５
日

第
９
回
協
議
会
に
お
い
て
、
議
会
議
員
の
任
期
（
平
成
１８
年
１０
月
３１
日

ま
で
）、定
数
（
２４
人
）、報
酬
（
八
日
市

場
市
の
制
度
適
用
）、選
挙
区
は
設
け

な
い
こ
と
が
決
定
し
、
全
協
定
項
目
の

協
議
完
了

３
月
５
日

合
併
協
定
調
印
式

３
月
２３
日

八
日
市
場
市
お
よ
び
野
栄
町
の
議
会
で

合
併
議
案
を
可
決

３
月
２５
日

千
葉
県
知
事
へ
廃
置
分
合
の
申
請
書
を

提
出

４
月
６
日

廃
置
分
合
に
係
る
千
葉
県
議
会
の
議
決

４
月
１２
日

千
葉
県
知
事
に
よ
る
廃
置
分
合
の
決
定

５
月
１３
日

総
務
大
臣
に
よ
る
官
報
告
示（
合
併
の
効
力
発
生
）

平平成成１１８８年年

１
月
２３
日

匝
瑳
市
誕
生

３


